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て い ただ い たが 、 奇妙 な こ とに 先生 と私の

会話は全部チ ベ ッ ト語で あ っ た 。 チ ベ ッ ト

人が集 まる食堂で は特に 、 「貞兼君、何 に し

ますか ？僕 は餃子 とうどん 汁に し ます」 な

ど と大き な声で 愉快が っ て い らした 。帰国

され る直前、先 生 は
一

通の 封書 をか ばん か

ら出 して み せ られた 。 ず っ と持ち歩 い て い

らした の か 封書は角が 取れ て い た 。私の ト

リブヴァ ン 大学へ の 推薦状で あ っ た 。 大学

へ 提出す る期限が す ぎて も先生 か らの お返

事が な く、 代わ りに 日本大使館の菊地法純

氏の 推薦状 を い た だ い て い た 。 多分先生 は 、

こ れ以上 チ ベ ッ ト世界 に 踏 み 出す と取 り返

しが つ か な くな る と予想 され て い た の で は

ない か と思 う。

　 先生 の 御生涯 をか けて 完成 したチ ベ ッ ト

の 宗教 、歴史、言語の研究 セ ン ター とし て

の 東洋文庫チ ベ ッ ト研究室は、2003 年 4 月

をもっ て その 役割 を終 え、新 たな名称 で 再

出発 を した 。 現在 、チ ベ ッ ト研究の 基地 は

日本の 関係大学や研究所 の い た る と こ ろ に
、

それ ぞれの 特色 を持っ て拡大 し 、 相互 の 情

報交換も活発にな されて い る。 その こ とを

先生 は期待 し、もっ とも望んで お られた と

思 う、 奇 し くもチ ベ ッ ト研究室が 閉じた 同

じ年に先生 は 身罷 られ た 。 御冥福 をお祈 り

す る と共 に、万感 を込 めて
「先生、あ りが と

うござい ます 」 と申 し上 げた い 。

北村甫先生 を悼む

長野 　泰彦

　日本 チ ベ ッ ト学会前会長、北村甫先生 は

2003 年 12 月 16 日胸膜 炎 の た め逝去 され

た。北村先生 は戦後の 日本にお け る チ ベ ッ

ト学の 牽引役 の お ひ と りで あ り、 専門 とす

る言語学だ けで な く 、 総合 的な チ ベ ッ ト学

を志向 し、且 つ 、様 々 な学問の 機会 を共 同

利用す る仕組 み をオープン に した点 で 、日

本で の 新 し い 研究の あ り方 の先駆者 と言 っ

て 過言で ない 。

　 1942年 旧制静岡高校 か ら東京帝国大学文

学部 に入学 した が 、翌年学徒動員の た め休

学。 1945 年 に復学 し、言語学科に籍 をお い

て い たが、高校で文科丙類だ っ た こ ともあ っ

て、フ ラ ン ス 文学に も相当傾倒 した 。

『ガ ル

ガ ン チ ュ ア物語 』 な どの 中世文学研究で 高

名な渡辺一夫教授、 マ ラ ル メ研 究で 知 られ

て い た鈴 木信太郎教授 と い っ た当代 随一
の

文学者の 講義を堪能 し、成績も よか っ た ら

しい 。渡辺教授が 先生 の 答案に コ メ ン トを

つ けて 返却 した もの を大事 に とっ て お られ

た 。 1948 年東大文学部言語学科を卒業 。 卒

業論文 は 『五鱧 清文鑑 に お ける滿 洲字 の 表

す西藏語の 音韻に つ い て 』 で あ っ た 。
こ の

時代チ ベ ッ トへ 現地調査に行 くこ とな ど到

底考 えられなか っ た わけで 、音韻体系が 比

較的明確 に知 られ て い た満州語を梃子にチ

ベ ッ ト語の 音韻を再構 し よ うとする試 み で

あ っ た。先 生は こ の 論文 その もの もさ るこ

となが ら、む しろ、五体清文鑑全 て の 語彙

エ ン トリーを満州語 とチ ベ ッ ト語 に つ い て

書 き出 した データカー ドを大切 に保管 して

お られ 、

一度 ご自宅で 見せ て い た だ い た こ

とが あ る。戦後 す ぐに神田の 古本屋 で 仕入

れた とい う軍用郵便葉書 の 裏 を使 っ た もの

で 、表の 罫が 適 当に透 け て 見え て
一

番使 い

や すか っ た の だ とお っ し ゃ っ て い た。
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　卒業後 、 GHQ 専門技術宮 、
二 松学舎專門

学校予科教授 、 国立 国語研究所研究員、東

大文学部助 手を経て 、1958年財団法人東洋

文庫研究員 とな っ た 。 この 間、 1955年に発

表された研究社の 『世界言語概説 』 下巻 「チ

ベ ッ ト語」 （渡辺照宏氏 と共著 ：北村先生 の

担当 は音韻 ・文字）は初期の 本格的なチベ ッ

ト語記述 と言える 。
こ の 記述 は YR ．　Chao ：

Love　Songs〔of 　the　SiXth　Dalai　Lama 　Tshan8s−

dbymigs−rgya −mtsho に 示 され た 音声 表記 を

も とに現代 チベ ッ ト語の 音韻 とそ の 文字 と

の 対応を分析 した も の で あ る 。

　東洋文庫で の 仕事は 「蔵和辞典編纂」 で 、

こ れ は河口 慧海師将来チベ ッ ト蔵外文献が

東洋文庫 所蔵 とな る際 の条件 とな っ て い た

もの で あ っ た 。 辞典の 項目を定め るた め の

基本 的文献 の 洗 い 出 し、その異本の調査、基

礎的語彙項 目の 選定 な どが 藏和辞典編集委

員会 （委員長は渡辺照宏氏）の もとに行わ

れ 、 多 くの ガ リ版刷 りの有用 な資料が 残 っ

て い る 。

　 1959 年 チ ペ ッ ト動乱が 勃 発 し、約 10 万

人 の チ ベ ッ ト人が イ ン ド ・ネ パ ール な ど へ

逃れた。こ れ を機 に チ ベ ッ ト人 との 協 同の

も とに い か に して チ ベ ッ ト学 を振興 させ る

かが 国際的に問題 とな り、ロ ッ クフ ェ ラー財

団が支援 の名 乗 りを上 げた 。 各 国 にチベ ッ

ト学研究の 拠点を作 り、そ こ に チ ベ ッ ト人

を招聘 し て 共 同研究を行 う とい うプ ラ ン で

あ っ た。日本 で は東洋文庫が その 拠点 とな

り、 北村 先生 と当時東洋文庫に お られ た 初

期入蔵者 の ひ と り、多田等観師 の おふ た り

が招聘す べ きチ ベ ッ ト人 を選考す るため、イ

ン ドへ 派遣 され た 。 1961 年の こ とで あ る 。

こ の 結果、 サ キャ派活仏ソ ナ ム ・ギャ ム ツ ォ

師 、
ニ ン マ 派学僧ケ ッ ン ・サ ン ボ師 、 ッ ァ ロ

ン 家の ツ ェ リン ・ドル マ 女史の 3 名が 日本

へ 招かれ 、 日本 人 とチ ベ ッ ト人 との共 同研

究が始 まっ たの で ある 。 お ふ た りの 学僧は

文献 の 読解や 解釈の 上 で 日本 の 仏教研究界

に大 きな貢献 をされ 、ツ ェ リン ・ドル マ 女

史は 英語が 堪能だ っ た こ ともあ っ て 、北村

先生の 記述言語学研究を支えた 。こ の 後の

先生の ラサ方言記述研 究 は主 として 同女史

の発話をもとに して い る 。

　各国が選 択した チ ベ ッ ト人研 究協 力者 の

内容 を見 る と、 それ ぞれ に特色が あ る 。 英

国は 3 名の ボン 教学僧 を招聘 した が
、

これ

は D ．Snellgrove教授 の 考 えが 反 映 して い た

と推測す る 。 日本の 場合は 、 多 くの 国が ゲ

ル 派高僧を招聘 したの に対 し、古派で ある 。

ダライか らの推薦はゲル派だ っ た よ うだが 、

多田師が 「私は猊下以上 にゲル 派の 僧の 実

態が分か っ て い る」 と答えた と聞い て い る 。

ツ ェ リン ・ドル マ 女史 と い う俗人 を招聘 し

た の も日本 だけだ っ た。

　 これ らの 動き を受 け、東洋文庫の 蔵和辞

典編集委員会は 「チベ ッ ト研究室」 とな り、

言語 ・歴史 ・宗 教を含む総合 的なチ ベ ッ ト

研究へ と展開す るが 、 北村先生 はその 中心

的役割 を果た した 。 1964年東京外国語大学

ア ジ ア ア フ リカ言語文化研究所 （AA 研）へ

移 られたが 、東洋文庫 と AA 研 にお ける研

究活動は車の 両輪の よ うにか み合 っ て い た

の で あ る。東洋文庫チ ベ ッ ト研究室 の 活動

は文部省科学研究費補 助金の 裏づ けを得て

「チ ベ ッ ト特別研究」 とな り、ケツ ン ・サ ン

ボ師と ツ ェ リ ン
・ドル マ さんが イ ン ドへ 戻

られ た後 も、 毎年チベ ッ ト人学者が 招聘さ

れて 共 同研究が 継続 した 。 北村先生が 特に

注力 した の は AA 研及 び東洋文庫で 開か れ

たチ ベ ッ ト語 の 言語研修 ・講習会で 、 多 く

の 学徒に じか にチ ベ ッ ト語 に 接 する機会を

与 えた点で功績は大 きい
。 現在活躍中の 45
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歳以上の チ ベ ッ ト学者 は 何 らかの 意味で そ

の 恩恵に あずか っ て い る と思 う。

　言語研修テキ ス トを除 くと、著書の 類 は必

ず しも多 くない 。 しか し、書か れ た もの は

実 に慎重 に作られ て い て、例えば、『AA 研文

法便覧 Tibetan（Lhasa　dialect）』 （1977 年）は

私が留学 して い たカ リフ ォ ル ニ ア大 学バ ー

ク レ イ校で も field　method 演習で 記述の 範

として とりあげられ、W ．チ ェ イ フ 教授 を し

て
“
carefUlly 　done！”と言 わせ た ほ どで あ る 。

チ ェ イ フ 先生 は 日本で は 意味論の 専門家 と

して有名だが 、 も ともと Caddo語を軸 とす

るア メ リカ イ ン デ ィ ァ ン 諸語 の 精緻 な記述

で知 られ て い た 。 また 、

『現代チ ベ ッ ト語分

類辞典』 （1990）は 、 自分の 業績に つ い て は

口 に しない 先生 が 「気 に入 っ て い た 」 著作

で あ る 。 何 が 気 に入 っ て い たか と言 うと、

ツ ェ リン さ ん の ような寺 院で 教育 を受 けて

い な い 市井 の 人 の 日常 的に 使 う非正書法的

な綴 りを記録 し て ある こ とで ある。 「文献学

者な ら無価値資料 として退 け る よ うな こ う

い っ た事象 も、言語学的に見 れ ば何か を解

く鍵 に な りうる。決 して ない が しろ に はで

きな い 」 とよ く言 っ て お られ た 。 些細だが

大事な と こ ろには きっ ち りこ だわ る先生の

性格が よく現れて い る 。 この 分類辞典は既

に 品切れだが 、今は AA 研の ホ ーム ペ ージ

か ら利用で きるように な っ て い る。

　私 は 1975年以来研究上、また、仕事上で

先生の ご指示 とご指導を仰 ぐ立 場に あ っ た

が 、公人 として の 公正 さ と寛大 な社会的姿

勢は常 に変 わ る こ とが な く、
こ れ は 調査 に

お け る現地 の 人た ち に 対す る態度 に も現れ

て い た
。 先生は イ ン フ ォ

ーマ ン トを単 な る

情報提供者 と して 扱わ ず、い わ ば文化の 総

体 として接 して い た と思 う。 この よ うな先

生の も とで仕事が で きた こ とに あらた め て

感謝 するもの で ある。

　先生 の 堂々 た る体躯 や 70 歳代前半 ま で

は青海省で の 調査 に 出か けて お られた こ と

か ら、こ の 早す ぎた ご逝去 を誰 も予感 しな

か っ た と思 う。 2003 年夏胃ガ ン の た め 胃を

全摘出 した が 、手術 は 成功 した と聞 い て い

た だ けに残念 と言 うほ か な い
。 謹ん で ご冥

福をお祈 りした い 。
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